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６．先般実施した図上訓練や帰宅困

難者対策訓練を通じた課題や、大

雪による帰宅困難者受入れ時の問

題点はどのようなものか。 

 

１ 県では、東日本大震災で多くの帰宅困難者が

生じたことを受け、主要駅ごとに、市町村や 

消防、警察、鉄道事業者などの関係機関から 

なる帰宅困難者 対策協議会の設置を促進する

とともに、関係機関が連携した訓練を実施して

まいりました。 

 

２ こうした取り組みにより、今回の大雪で生じ

た帰宅困難者については、県、市、鉄道事業者

の連携が図られ、円滑な受け入れができた 

ものと考えています。 

 

３ しかしながら、首都直下地震など大規模災害

時に大勢の帰宅困難者が発生した場合の避難

誘導方法、夜間や休日における一時滞在施設の

運営人員の確保、提供する物資の備蓄などの 

課題もあることから、今後も、協議会や訓練を

通じて帰宅困難者対策の充実を図ってまいり

ます。 
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